




 

令和 5 年度仙台市高速鉄道事業の概況と決算の大要 

 

1 事 業 の 概 況 

本年度の高速鉄道事業は，東西線の乗車料収入については，沿線人口の増加等に伴い，新型コロナ

ウイルス感染症拡大以前の水準以上に回復する一方で，南北線の乗車料収入については，依然として

回復に至らない厳しい経営状況のなか，「仙台市交通事業経営計画」の 4 つの戦略「安全・安心の推

進」，「快適なお客さまサービスの提供」，「まちづくりへの貢献」，「持続可能な経営の確保」に基づき，

各種取組みを進めてまいりました。 

施設設備の計画的な維持更新の取組みとして，南北線において，老朽化した高圧配電線路等の更新

を実施したほか，令和 6 年度の南北線新型車両の営業運転開始に向けて，営業線での試験走行を開始

するなど準備を進めました。また，危機・自然災害への対応の取組みとして，車内テロ事件の発生及

び弾道ミサイルの飛来を想定した対応訓練や，台風等の大雨による浸水への対策として，仙台駅，勾

当台公園駅及び広瀬通駅への止水板の配備を実施しました。 

利用しやすい環境整備の取組みとして，南北線において，施工対象駅全駅の改札階からホームにお

けるエスカレーター設備の増設を完了したほか，前年度に引き続きホームと車両の隙間縮小事業を進

めるなど利便性の向上に努めました。 

公共交通の利用促進の取組みとして，「全国都市緑化仙台フェア」の開催に合わせ，「仙台 MaaS」に

て各会場を快適に周遊できる一日乗車券を販売したほか，車両基地内を見学できる「バス・ちか探検

ツアー」を実施し，新型車両を一般公開するなど広報活動を行いました。 

経営の健全化の取組みとして，20駅における駅業務委託を継続したことに加え，令和 5年 7月には，

南北線と東西線の乗継改善を図りながら，利用状況を踏まえたダイヤ改正を実施しました。また，経

営計画上の収支見通しと現状との乖離等を踏まえ，「仙台市交通事業経営検討委員会」を設置し，計

画の見直しに着手しました。 

本年度における運輸成績は，次表のとおりであります。 
 

区 分 令和 5年度 令和 4年度 
比 較 

増 減（ △減 ） 比 率（ ％ ） 

在 籍 車 両 数 （ 両 ） 144 144 0 100.0 

実 働 車 両 数 

（ 両 ） 

平 日 120 124 △      4 96.8 

土休日 72 76 △      4 94.7 

走行キロメートル （千㎞） 11,776 12,611 △     835 93.4 

乗 車 人 員  （千人） 90,136 82,823    7,313 108.8 

定 期 外 40,115 37,024     3,091 108.3 

定 期 50,021 45,799      4,222 109.2 

乗 車 料 収 入    （千円） 15,500,701 14,129,670   1,371,031 109.7 

定 期 外 8,937,148 8,106,558  830,590 110.2 

定 期 6,563,553 6,023,112   540,441 109.0 
 

（注）乗車料収入は，消費税及び地方消費税抜きの額であり，敬老乗車証負担金及びふれあい乗車証 

負担金を含む。 

 

2 決 算 の 大 要 

本年度は，前年度に比較して新型コロナウイルス感染症の影響からの一定の回復により，乗車人員

が 8.8パーセントの増となり，乗車料収入も 9.7 パーセントの増となりました。また，収益的収支に

ついては 876,399千円改善し，752,552 千円の純損失となりました。 

この結果，当年度未処理欠損金は 98,139,728 千円となっております。 
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収 益 的 支 出 

（注）1 収益的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

2 営業外費用中の支払利息及び企業債取扱諸費の財源に充てるため，資本費負担緩和分企業債 523,000

千円を借り入れ，資金不足額の解消に充てるため，特別減収対策企業債 2,200,000千円を借り入れた。 

 

収益的支出予算は，当初 25,040,348千円を計上いたしましたが，営業外費用 106,521千円を増額補正し,営

業費用 1,209,768千円を減額補正いたしましたので，最終予算額は 23,937,101千円となりました。 

これに対する決算額は 23,164,104千円（人件費 3,771,662千円，経費 7,892,694千円，減価償却費 9,517,456

千円，営業外費用 1,974,701千円，特別損失 7,591千円）となり，不用額は 772,997千円となりました。 

 

25,040,348 △ 1,103,247 0  0 23,937,101 23,164,104  772,997

23,086,546 △ 1,209,768 0  0 21,876,778 21,181,812  694,966

線 路 保 存 費 2,667,883 △ 64,172 0  0 2,603,711 2,415,140  188,571

電 路 保 存 費 2,199,043 △ 73,807 0  0 2,125,236 2,007,822  117,414

車 両 保 存 費 1,312,379 △ 93,333 0  0 1,219,046 1,164,739  54,307

運 転 費 2,327,877 △ 384,000 0  0 1,943,877 1,827,959  115,918

運 輸 費 3,687,772 △ 540,060 0  0 3,147,712 3,018,608  129,104

運 輸 管 理 費 934,289 △ 44,197 0  0 890,092 842,026  48,066

厚 生 福 利 施 設 費 19,845  0 0  0 19,845 16,969  2,876

一 般 管 理 費 419,329 △ 10,199 0  0 409,130 371,093  38,037

減 価 償 却 費 9,518,129  0 0  0 9,518,129 9,517,456  673

1,903,792  106,521 0 △ 7,581 2,002,732 1,974,701  28,031

支 払 利 息 及 び

企 業 債 取 扱 諸 費
1,448,485  0 0 △ 74,859 1,373,626 1,345,676  27,950

消 費 税 及 び

地 方 消 費 税
454,307  106,521 0  67,278 628,106 628,105  1

雑 支 出 1,000 0 0  0 1,000 920 80

10  0 0  7,581 7,591 7,591  0

過 年 度 損 益

修 正 損
10  0 0  7,581 7,591 7,591  0

50,000  0 0  0 50,000 0  50,000

予 備 費 50,000  0 0  0 50,000 0  50,000

（単位　千円）

予　　　　　　算　　　　　　額

計
予備費

支出額
当初予算額

補正予算額

（ △ 減 ）

不 用 額決 算 額流用増減額

（ △ 減 ）

高 速 鉄 道 事 業 費 用

予 備 費

特 別 損 失

営 業 費 用

営 業 外 費 用

　　　　　   区　分

  科　目

（1）収益的収入及び支出 

収 益 的 収 入 

22,261,029  0 22,261,029 22,635,349  374,320

18,001,854  0 18,001,854 18,416,993  415,139

運 輸 収 益 16,469,821  0 16,469,821 16,932,291  462,470

運 輸 雑 収 益 1,532,033  0 1,532,033 1,484,702 △ 47,331

4,258,570  0 4,258,570 4,216,375 △ 42,195

受 取 利 息
及 び 配 当 金

12 0 12 510 498

他 会 計 補 助 金 237,874  0 237,874 190,669 △ 47,205

長期前受金戻入 3,975,680  0 3,975,680 3,977,167  1,487

雑 収 益 45,004  0 45,004 48,029  3,025

605  0 605 1,981  1,376

その他特別利益 605  0 605 606  1

過 年 度 損 益
修 正 益

0  0 0 1,375  1,375

高速鉄道事業収益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

（単位　千円）

　　　　　　 区　分
　科　目

予　　　　　　算　　　　　　額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額
決　算　額

増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）収益的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

収益的収入予算は，総額 22,261,029 千円を計上いたしましたが，決算額は 22,635,349千円とな

り，予算額に比べ 374,320千円の増収となりました。 
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収 益 的 支 出 

（注）1 収益的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

2 営業外費用中の支払利息及び企業債取扱諸費の財源に充てるため，資本費負担緩和分企業債 523,000

千円を借り入れ，資金不足額の解消に充てるため，特別減収対策企業債 2,200,000千円を借り入れた。 

 

収益的支出予算は，当初 25,040,348千円を計上いたしましたが，営業外費用 106,521千円を増額補正し,営

業費用 1,209,768千円を減額補正いたしましたので，最終予算額は 23,937,101千円となりました。 

これに対する決算額は 23,164,104千円（人件費 3,771,662千円，経費 7,892,694千円，減価償却費 9,517,456

千円，営業外費用 1,974,701千円，特別損失 7,591千円）となり，不用額は 772,997千円となりました。 
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23,086,546 △ 1,209,768 0  0 21,876,778 21,181,812  694,966

線 路 保 存 費 2,667,883 △ 64,172 0  0 2,603,711 2,415,140  188,571

電 路 保 存 費 2,199,043 △ 73,807 0  0 2,125,236 2,007,822  117,414

車 両 保 存 費 1,312,379 △ 93,333 0  0 1,219,046 1,164,739  54,307

運 転 費 2,327,877 △ 384,000 0  0 1,943,877 1,827,959  115,918

運 輸 費 3,687,772 △ 540,060 0  0 3,147,712 3,018,608  129,104

運 輸 管 理 費 934,289 △ 44,197 0  0 890,092 842,026  48,066

厚 生 福 利 施 設 費 19,845  0 0  0 19,845 16,969  2,876

一 般 管 理 費 419,329 △ 10,199 0  0 409,130 371,093  38,037

減 価 償 却 費 9,518,129  0 0  0 9,518,129 9,517,456  673

1,903,792  106,521 0 △ 7,581 2,002,732 1,974,701  28,031

支 払 利 息 及 び
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1,448,485  0 0 △ 74,859 1,373,626 1,345,676  27,950

消 費 税 及 び

地 方 消 費 税
454,307  106,521 0  67,278 628,106 628,105  1

雑 支 出 1,000 0 0  0 1,000 920 80
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10  0 0  7,581 7,591 7,591  0

50,000  0 0  0 50,000 0  50,000

予 備 費 50,000  0 0  0 50,000 0  50,000

（単位　千円）
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計
予備費

支出額
当初予算額

補正予算額
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（1）収益的収入及び支出 

収 益 的 収 入 

22,261,029  0 22,261,029 22,635,349  374,320

18,001,854  0 18,001,854 18,416,993  415,139

運 輸 収 益 16,469,821  0 16,469,821 16,932,291  462,470

運 輸 雑 収 益 1,532,033  0 1,532,033 1,484,702 △ 47,331

4,258,570  0 4,258,570 4,216,375 △ 42,195

受 取 利 息
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12 0 12 510 498

他 会 計 補 助 金 237,874  0 237,874 190,669 △ 47,205
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　　　　　　 区　分
　科　目

予　　　　　　算　　　　　　額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額
決　算　額

増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）収益的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

収益的収入予算は，総額 22,261,029 千円を計上いたしましたが，決算額は 22,635,349千円とな

り，予算額に比べ 374,320千円の増収となりました。 
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収 益 的 支 出 

（注）1 収益的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 
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線 路 保 存 費 2,667,883 △ 64,172 0  0 2,603,711 2,415,140  188,571

電 路 保 存 費 2,199,043 △ 73,807 0  0 2,125,236 2,007,822  117,414
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減 価 償 却 費 9,518,129  0 0  0 9,518,129 9,517,456  673

1,903,792  106,521 0 △ 7,581 2,002,732 1,974,701  28,031

支 払 利 息 及 び

企 業 債 取 扱 諸 費
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22,261,029  0 22,261,029 22,635,349  374,320
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12 0 12 510 498
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　　　　　　 区　分
　科　目

予　　　　　　算　　　　　　額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額
決　算　額

増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）収益的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

収益的収入予算は，総額 22,261,029 千円を計上いたしましたが，決算額は 22,635,349千円とな

り，予算額に比べ 374,320千円の増収となりました。 
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資 本 的 支 出 

12,151,532 △ 274,725  0  0 678,250 12,555,057 11,959,011 15,004 581,042

2,672,429 △ 274,725  0  0 678,250 3,075,954 2,510,002 15,004 550,948

土 地 1,400  0 0  0 0 1,400 0 0 1,400

建 物 662,562  0  0  0 16,171 678,733 570,524 0 108,209

電 路 設 備 785,176 △ 274,725  0  0 457,479 967,930 636,252 0 331,678

車 両 157,614  0  0  0 36,960 194,574 194,015 0 559

機 械 装 置 879,960  0  0  0 0 879,960 849,210 15,004 15,746

工 具 ・ 器 具 ・
備 品

34,405  0  0  0 0 34,405 26,281 0 8,124

そ の 他
無 形 固 定 資 産

2,196  0  0  0 0 2,196 893 0 1,303

建 設 諸 費 149,116  0  0  0 0 149,116 100,677 0 48,439

線 路 設 備 0  0  0  0 167,640 167,640 132,150 0 35,490

9,448,993  0  0  0 0 9,448,993 9,448,991 0 2

企 業 債 償 還 金 9,448,993  0  0  0 0 9,448,993 9,448,991 0 2

100  0  0  0 0 100 18 0 82

そ の 他 投 資 100  0  0  0 0 100 18 0 82

10  0  0  0 0 10 0 0 10

その他資本的支出 10  0  0  0 0 10 0 0 10

30,000  0  0  0 0 30,000 0 0 30,000

予 備 費 30,000  0  0  0 0 30,000 0 0 30,000

   （単位  千円）

予　　　　　　算　　　　　　額

決　算　額
翌 年 度
繰 越 額

不　用　額
繰　越　額流用増減額

予 備 費

建 設 改 良 費

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 支 出

予備費

 　　　　　  区　分

  科　目

その他資本的支出

企 業 債 償 還 金

計
補正予算額
（ △ 減 ）

当初予算額

投 資

支出額

（注）資本的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的支出予算は，当初 12,151,532 千円を計上いたしましたが，建設改良費 274,725 千円を減額補正い

たしましたので，最終予算額は前年度繰越額 678,250千円を含め 12,555,057千円となりました。 

これに対する決算額は 11,959,011 千円となり，建設改良費 15,004 千円を翌年度へ繰り越しましたので，

不用額は 581,042千円となりました。 

また，資本的収入額が資本的支出額に不足する額 7,804,730千円は，当年度分消費税及び地方消費税資本

的収支調整額 218,947 千円及び当年度分損益勘定留保資金等 4,069,125 千円で補てんし，なお不足する額

3,516,658千円については，一時借入金等をもって措置いたしました。 

（2）資本的収入及び支出 

資 本 的 収 入 

4,343,323 △ 275,000 676,333 4,744,656 4,154,281 △ 590,375

企 業 債 3,716,000 △ 220,000 505,000 4,001,000 3,534,000 △ 467,000

出 資 金 531,000 △ 55,000 132,000 608,000 489,000 △ 119,000

他 会 計 補 助 金 91,668  0 3,333 95,001 91,737 △ 3,264

その他資本的収入 4,655  0 0 4,655 3,739 △ 916

国 庫 補 助 金 0  0 36,000 36,000 35,805 △ 195

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 収 入

当初予算額
補正予算額
（ △ 減 ）

繰　越　額

（単位　千円）

　　　　　　 区　分
 科　目

予　　　　　算　　　　　額

決　算　額
増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）資本的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的収入予算は，当初 4,343,323 千円を計上いたしましたが，企業債 220,000 千円，出資金

55,000 千円をそれぞれ減額補正いたしましたので，最終予算額は前年度繰越額 676,333千円を含め

4,744,656 千円となりました。 

これに対する決算額は 4,154,281 千円となり，予算額に比べ 590,375 千円の減収となりました。 

－ 4－



 

資 本 的 支 出 

12,151,532 △ 274,725  0  0 678,250 12,555,057 11,959,011 15,004 581,042

2,672,429 △ 274,725  0  0 678,250 3,075,954 2,510,002 15,004 550,948

土 地 1,400  0 0  0 0 1,400 0 0 1,400

建 物 662,562  0  0  0 16,171 678,733 570,524 0 108,209

電 路 設 備 785,176 △ 274,725  0  0 457,479 967,930 636,252 0 331,678

車 両 157,614  0  0  0 36,960 194,574 194,015 0 559

機 械 装 置 879,960  0  0  0 0 879,960 849,210 15,004 15,746

工 具 ・ 器 具 ・
備 品

34,405  0  0  0 0 34,405 26,281 0 8,124

そ の 他
無 形 固 定 資 産

2,196  0  0  0 0 2,196 893 0 1,303

建 設 諸 費 149,116  0  0  0 0 149,116 100,677 0 48,439

線 路 設 備 0  0  0  0 167,640 167,640 132,150 0 35,490

9,448,993  0  0  0 0 9,448,993 9,448,991 0 2

企 業 債 償 還 金 9,448,993  0  0  0 0 9,448,993 9,448,991 0 2

100  0  0  0 0 100 18 0 82

そ の 他 投 資 100  0  0  0 0 100 18 0 82

10  0  0  0 0 10 0 0 10

その他資本的支出 10  0  0  0 0 10 0 0 10

30,000  0  0  0 0 30,000 0 0 30,000

予 備 費 30,000  0  0  0 0 30,000 0 0 30,000

   （単位  千円）

予　　　　　　算　　　　　　額

決　算　額
翌 年 度
繰 越 額

不　用　額
繰　越　額流用増減額

予 備 費

建 設 改 良 費

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 支 出

予備費

 　　　　　  区　分

  科　目

その他資本的支出

企 業 債 償 還 金

計
補正予算額
（ △ 減 ）

当初予算額

投 資

支出額

（注）資本的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的支出予算は，当初 12,151,532 千円を計上いたしましたが，建設改良費 274,725 千円を減額補正い

たしましたので，最終予算額は前年度繰越額 678,250千円を含め 12,555,057千円となりました。 

これに対する決算額は 11,959,011 千円となり，建設改良費 15,004 千円を翌年度へ繰り越しましたので，

不用額は 581,042千円となりました。 

また，資本的収入額が資本的支出額に不足する額 7,804,730千円は，当年度分消費税及び地方消費税資本

的収支調整額 218,947 千円及び当年度分損益勘定留保資金等 4,069,125 千円で補てんし，なお不足する額

3,516,658千円については，一時借入金等をもって措置いたしました。 

（2）資本的収入及び支出 

資 本 的 収 入 

4,343,323 △ 275,000 676,333 4,744,656 4,154,281 △ 590,375

企 業 債 3,716,000 △ 220,000 505,000 4,001,000 3,534,000 △ 467,000

出 資 金 531,000 △ 55,000 132,000 608,000 489,000 △ 119,000

他 会 計 補 助 金 91,668  0 3,333 95,001 91,737 △ 3,264

その他資本的収入 4,655  0 0 4,655 3,739 △ 916

国 庫 補 助 金 0  0 36,000 36,000 35,805 △ 195

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 収 入

当初予算額
補正予算額
（ △ 減 ）

繰　越　額

（単位　千円）

　　　　　　 区　分
 科　目

予　　　　　算　　　　　額

決　算　額
増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）資本的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的収入予算は，当初 4,343,323 千円を計上いたしましたが，企業債 220,000 千円，出資金

55,000 千円をそれぞれ減額補正いたしましたので，最終予算額は前年度繰越額 676,333千円を含め

4,744,656 千円となりました。 

これに対する決算額は 4,154,281 千円となり，予算額に比べ 590,375 千円の減収となりました。 
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資 本 的 支 出 

12,151,532 △ 274,725  0  0 678,250 12,555,057 11,959,011 15,004 581,042

2,672,429 △ 274,725  0  0 678,250 3,075,954 2,510,002 15,004 550,948

土 地 1,400  0 0  0 0 1,400 0 0 1,400

建 物 662,562  0  0  0 16,171 678,733 570,524 0 108,209

電 路 設 備 785,176 △ 274,725  0  0 457,479 967,930 636,252 0 331,678

車 両 157,614  0  0  0 36,960 194,574 194,015 0 559

機 械 装 置 879,960  0  0  0 0 879,960 849,210 15,004 15,746

工 具 ・ 器 具 ・
備 品

34,405  0  0  0 0 34,405 26,281 0 8,124

そ の 他
無 形 固 定 資 産

2,196  0  0  0 0 2,196 893 0 1,303

建 設 諸 費 149,116  0  0  0 0 149,116 100,677 0 48,439

線 路 設 備 0  0  0  0 167,640 167,640 132,150 0 35,490

9,448,993  0  0  0 0 9,448,993 9,448,991 0 2

企 業 債 償 還 金 9,448,993  0  0  0 0 9,448,993 9,448,991 0 2

100  0  0  0 0 100 18 0 82

そ の 他 投 資 100  0  0  0 0 100 18 0 82

10  0  0  0 0 10 0 0 10

その他資本的支出 10  0  0  0 0 10 0 0 10

30,000  0  0  0 0 30,000 0 0 30,000

予 備 費 30,000  0  0  0 0 30,000 0 0 30,000

   （単位  千円）

予　　　　　　算　　　　　　額

決　算　額
翌 年 度
繰 越 額

不　用　額
繰　越　額流用増減額

予 備 費

建 設 改 良 費

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 支 出

予備費

 　　　　　  区　分

  科　目

その他資本的支出

企 業 債 償 還 金

計
補正予算額
（ △ 減 ）

当初予算額

投 資

支出額

（注）資本的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的支出予算は，当初 12,151,532 千円を計上いたしましたが，建設改良費 274,725 千円を減額補正い

たしましたので，最終予算額は前年度繰越額 678,250千円を含め 12,555,057千円となりました。 

これに対する決算額は 11,959,011 千円となり，建設改良費 15,004 千円を翌年度へ繰り越しましたので，

不用額は 581,042千円となりました。 

また，資本的収入額が資本的支出額に不足する額 7,804,730千円は，当年度分消費税及び地方消費税資本

的収支調整額 218,947 千円及び当年度分損益勘定留保資金等 4,069,125 千円で補てんし，なお不足する額

3,516,658千円については，一時借入金等をもって措置いたしました。 

（2）資本的収入及び支出 

資 本 的 収 入 

4,343,323 △ 275,000 676,333 4,744,656 4,154,281 △ 590,375

企 業 債 3,716,000 △ 220,000 505,000 4,001,000 3,534,000 △ 467,000

出 資 金 531,000 △ 55,000 132,000 608,000 489,000 △ 119,000

他 会 計 補 助 金 91,668  0 3,333 95,001 91,737 △ 3,264

その他資本的収入 4,655  0 0 4,655 3,739 △ 916

国 庫 補 助 金 0  0 36,000 36,000 35,805 △ 195

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 収 入

当初予算額
補正予算額
（ △ 減 ）

繰　越　額

（単位　千円）

　　　　　　 区　分
 科　目

予　　　　　算　　　　　額

決　算　額
増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）資本的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的収入予算は，当初 4,343,323 千円を計上いたしましたが，企業債 220,000 千円，出資金

55,000 千円をそれぞれ減額補正いたしましたので，最終予算額は前年度繰越額 676,333千円を含め

4,744,656 千円となりました。 

これに対する決算額は 4,154,281 千円となり，予算額に比べ 590,375 千円の減収となりました。 
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（5）貸 借 対 照 表 

比 較 貸 借 対 照 表 

固 定 資 産 238,716,210 246,046,093 △ 7,329,883 固 定 負 債 118,660,075 121,945,284 △ 3,285,209

流 動 資 産 5,491,004 4,525,695  965,309 流 動 負 債 16,137,028 15,106,002  1,031,026

繰 延 収 益 103,307,571 107,154,410 △ 3,846,839

 資 本 金 99,416,489 98,927,489  489,000

 剰 余 金 △ 93,313,949 △ 92,561,397 △ 752,552

計 244,207,214 250,571,788 △ 6,364,574 計 244,207,214 250,571,788 △ 6,364,574

（単位　千円）

資　　　　産　　　　の　　　　部 負　　債　　・　　資　　本　　の　　部

　　 　区分
 科目

令和4年度
　　 　区分
 科目

度年5和令度年5和令 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

増　　　減
（ △ 減 ）

（注）貸借対照表は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

資産については，前年度 250,571,788 千円に比較して 6,364,574 千円減少しておりますが，これは減価償

却等による固定資産の減 7,329,883 千円と現金及び預金の増等による流動資産の増 965,309 千円によるもの

です。 

なお，用地の内訳につきましては別表のとおりであります。 

負債・資本においても前年度に比較して 6,364,574 千円の減少となっております。固定負債は企業債の減

等により 3,285,209 千円の減，流動負債は未払金の増等により 1,031,026 千円の増，繰延収益は長期前受金

の減等により 3,846,839 千円の減，資本金は一般会計からの出資により 489,000 千円の増，剰余金は当年度

純損失の計上により 752,552千円の減となりました。 

以上が，令和 5年度仙台市高速鉄道事業会計決算の大要であります。 

（3）損 益 計 算 書 

比 較 損 益 計 算 書 

営 業 費 用 20,478,857 20,054,881  423,976 営 業 収 益 16,866,257 15,475,396  1,390,861

営業外費用 1,346,719 1,419,315 △ 72,596 営業外収益 4,212,377 4,362,590 △ 150,213

特 別 損 失 7,591 0  7,591 特 別 利 益 1,981 7,259 △ 5,278

小　計 21,080,615 19,845,245  1,235,370

当 年 度
純 損 失

752,552 1,628,951 △ 876,399

計 21,833,167 21,474,196  358,971 計 21,833,167 21,474,196  358,971

　　 　区分
 科目

令和5年度 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

（単位　千円）

費　　　　用　　　　の　　　　部 収　　　　益　　　　の　　　　部

　　 　区分
 科目

令和5年度 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

当年度の総収益は 21,080,615 千円で，前年度に比較して 1,235,370 千円増加しておりますが，こ

れは乗車料収入の増等による営業収益の増 1,390,861千円，他会計補助金の減等による営業外収益の

減 150,213千円，過年度損益修正益の減等による特別利益の減 5,278千円によるものです。 

また，総費用は 21,833,167 千円で，前年度に比較して 358,971 千円増加しておりますが，これは

経費の増等による営業費用の増 423,976 千円，支払利息の減等による営業外費用の減 72,596 千円，

過年度損益修正損の皆増による特別損失の増 7,591千円によるものです。 

以上により，当年度は 752,552千円の純損失となりました。 

 

（4）剰余金計算書及び欠損金処理計算書 

資本剰余金については，当年度発生高はなく，当年度末残高は 4,825,779千円となりました。 

欠損金については，前年度未処理欠損金は 97,387,176 千円であり，前年度欠損金処理額はなく，

当年度は純損失 752,552 千円を計上いたしましたので，当年度未処理欠損金は 98,139,728 千円とな

りました。 

なお，欠損金処理額はなく，そのまま翌年度へ繰り越しております。 
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（5）貸 借 対 照 表 

比 較 貸 借 対 照 表 

固 定 資 産 238,716,210 246,046,093 △ 7,329,883 固 定 負 債 118,660,075 121,945,284 △ 3,285,209

流 動 資 産 5,491,004 4,525,695  965,309 流 動 負 債 16,137,028 15,106,002  1,031,026

繰 延 収 益 103,307,571 107,154,410 △ 3,846,839

 資 本 金 99,416,489 98,927,489  489,000

 剰 余 金 △ 93,313,949 △ 92,561,397 △ 752,552

計 244,207,214 250,571,788 △ 6,364,574 計 244,207,214 250,571,788 △ 6,364,574

（単位　千円）

資　　　　産　　　　の　　　　部 負　　債　　・　　資　　本　　の　　部

　　 　区分
 科目

令和4年度
　　 　区分
 科目

度年5和令度年5和令 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

増　　　減
（ △ 減 ）

（注）貸借対照表は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

資産については，前年度 250,571,788 千円に比較して 6,364,574 千円減少しておりますが，これは減価償

却等による固定資産の減 7,329,883 千円と現金及び預金の増等による流動資産の増 965,309 千円によるもの

です。 

なお，用地の内訳につきましては別表のとおりであります。 

負債・資本においても前年度に比較して 6,364,574 千円の減少となっております。固定負債は企業債の減

等により 3,285,209 千円の減，流動負債は未払金の増等により 1,031,026 千円の増，繰延収益は長期前受金

の減等により 3,846,839 千円の減，資本金は一般会計からの出資により 489,000 千円の増，剰余金は当年度

純損失の計上により 752,552千円の減となりました。 

以上が，令和 5年度仙台市高速鉄道事業会計決算の大要であります。 

（3）損 益 計 算 書 

比 較 損 益 計 算 書 

営 業 費 用 20,478,857 20,054,881  423,976 営 業 収 益 16,866,257 15,475,396  1,390,861

営業外費用 1,346,719 1,419,315 △ 72,596 営業外収益 4,212,377 4,362,590 △ 150,213

特 別 損 失 7,591 0  7,591 特 別 利 益 1,981 7,259 △ 5,278

小　計 21,080,615 19,845,245  1,235,370

当 年 度
純 損 失

752,552 1,628,951 △ 876,399

計 21,833,167 21,474,196  358,971 計 21,833,167 21,474,196  358,971

　　 　区分
 科目

令和5年度 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

（単位　千円）

費　　　　用　　　　の　　　　部 収　　　　益　　　　の　　　　部

　　 　区分
 科目

令和5年度 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

当年度の総収益は 21,080,615 千円で，前年度に比較して 1,235,370 千円増加しておりますが，こ

れは乗車料収入の増等による営業収益の増 1,390,861千円，他会計補助金の減等による営業外収益の

減 150,213千円，過年度損益修正益の減等による特別利益の減 5,278千円によるものです。 

また，総費用は 21,833,167 千円で，前年度に比較して 358,971 千円増加しておりますが，これは

経費の増等による営業費用の増 423,976 千円，支払利息の減等による営業外費用の減 72,596 千円，

過年度損益修正損の皆増による特別損失の増 7,591千円によるものです。 

以上により，当年度は 752,552千円の純損失となりました。 

 

（4）剰余金計算書及び欠損金処理計算書 

資本剰余金については，当年度発生高はなく，当年度末残高は 4,825,779千円となりました。 

欠損金については，前年度未処理欠損金は 97,387,176 千円であり，前年度欠損金処理額はなく，

当年度は純損失 752,552 千円を計上いたしましたので，当年度未処理欠損金は 98,139,728 千円とな

りました。 

なお，欠損金処理額はなく，そのまま翌年度へ繰り越しております。 
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（5）貸 借 対 照 表 

比 較 貸 借 対 照 表 

固 定 資 産 238,716,210 246,046,093 △ 7,329,883 固 定 負 債 118,660,075 121,945,284 △ 3,285,209

流 動 資 産 5,491,004 4,525,695  965,309 流 動 負 債 16,137,028 15,106,002  1,031,026

繰 延 収 益 103,307,571 107,154,410 △ 3,846,839

 資 本 金 99,416,489 98,927,489  489,000

 剰 余 金 △ 93,313,949 △ 92,561,397 △ 752,552

計 244,207,214 250,571,788 △ 6,364,574 計 244,207,214 250,571,788 △ 6,364,574

（単位　千円）

資　　　　産　　　　の　　　　部 負　　債　　・　　資　　本　　の　　部

　　 　区分
 科目

令和4年度
　　 　区分
 科目

度年5和令度年5和令 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

増　　　減
（ △ 減 ）

（注）貸借対照表は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

資産については，前年度 250,571,788 千円に比較して 6,364,574 千円減少しておりますが，これは減価償

却等による固定資産の減 7,329,883 千円と現金及び預金の増等による流動資産の増 965,309 千円によるもの

です。 

なお，用地の内訳につきましては別表のとおりであります。 

負債・資本においても前年度に比較して 6,364,574 千円の減少となっております。固定負債は企業債の減

等により 3,285,209 千円の減，流動負債は未払金の増等により 1,031,026 千円の増，繰延収益は長期前受金

の減等により 3,846,839 千円の減，資本金は一般会計からの出資により 489,000 千円の増，剰余金は当年度

純損失の計上により 752,552千円の減となりました。 

以上が，令和 5年度仙台市高速鉄道事業会計決算の大要であります。 

（3）損 益 計 算 書 

比 較 損 益 計 算 書 

営 業 費 用 20,478,857 20,054,881  423,976 営 業 収 益 16,866,257 15,475,396  1,390,861

営業外費用 1,346,719 1,419,315 △ 72,596 営業外収益 4,212,377 4,362,590 △ 150,213

特 別 損 失 7,591 0  7,591 特 別 利 益 1,981 7,259 △ 5,278

小　計 21,080,615 19,845,245  1,235,370

当 年 度
純 損 失

752,552 1,628,951 △ 876,399

計 21,833,167 21,474,196  358,971 計 21,833,167 21,474,196  358,971

　　 　区分
 科目

令和5年度 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

（単位　千円）

費　　　　用　　　　の　　　　部 収　　　　益　　　　の　　　　部

　　 　区分
 科目

令和5年度 令和4年度
増　　　減
（ △ 減 ）

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

当年度の総収益は 21,080,615 千円で，前年度に比較して 1,235,370 千円増加しておりますが，こ

れは乗車料収入の増等による営業収益の増 1,390,861千円，他会計補助金の減等による営業外収益の

減 150,213千円，過年度損益修正益の減等による特別利益の減 5,278千円によるものです。 

また，総費用は 21,833,167 千円で，前年度に比較して 358,971 千円増加しておりますが，これは

経費の増等による営業費用の増 423,976 千円，支払利息の減等による営業外費用の減 72,596 千円，

過年度損益修正損の皆増による特別損失の増 7,591千円によるものです。 

以上により，当年度は 752,552千円の純損失となりました。 

 

（4）剰余金計算書及び欠損金処理計算書 

資本剰余金については，当年度発生高はなく，当年度末残高は 4,825,779千円となりました。 

欠損金については，前年度未処理欠損金は 97,387,176 千円であり，前年度欠損金処理額はなく，

当年度は純損失 752,552 千円を計上いたしましたので，当年度未処理欠損金は 98,139,728 千円とな

りました。 

なお，欠損金処理額はなく，そのまま翌年度へ繰り越しております。 
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別　表

令和6年3月31日現在

所　　　　　　　　　在
面　　積
（㎡）

使 用 目 的 備考

仙台市太白区富沢一丁目2-1 3,174 178,413 線路
仙台市泉区七北田字真美沢162-20外 2,151 70,096 線路
仙台市泉区八乙女中央二丁目23-1外 20,030 1,269,309 線路

仙台市若林区清水小路 624,914,2533,71外5-3
駅舎,換気口
ほか

小　　　　　　　　　計 42,690 3,937,244

仙台市若林区荒井字東 路線665,78627,1外4-12

仙台市若林区荒井字東 370,015,2567,61外3-31
駅舎,換気口
ほか

小　　　　　　　　　計 18,491 2,597,639

61,181 6,534,883

仙台市太白区長町南三丁目 南町長284,79000,121-1
仙台市若林区土樋 樋土968,47817外2-592

7951-1町宮雨通堤区葉青市台仙 224,160 北仙台

小　　　　　　　　　計 2,315 396,511

仙台市若林区卸町二丁目 町卸035,48538外95-1
仙台市青葉区荒巻字青葉 山葉青278,23895外62-6

小　　　　　　　　　計 1,433 117,402

3,748 513,913

仙台市太白区富沢字松山7-2 41,067 1,396,689 富沢車両基地
仙台市太白区富沢字中河原2-1 33,343 1,162,812 富沢車両基地
仙台市太白区富沢字外河原 749,392846,84-41 富沢車両基地

富沢車両基地
（引込線）

小　　　　　　　　　計 89,221 3,105,552

仙台市若林区荒井字沓形 428,906406,42外2-01 荒井車両基地
仙台市若林区荒井字東 385,24193,1外2-31 荒井車両基地
仙台市若林区荒井字南原田32-3外 5,073 128,128 荒井車両基地
仙台市若林区荒井字矢取東10外 24,487 683,772 荒井車両基地

荒井車両基地
（引込線）

小　　　　　　　　　計 66,210 1,783,132

155,431 4,888,684

仙台市青葉区木町通一丁目111-1外 2,797 1,372,189 局庁舎

981,273,1797,2計

仙台市太白区長町南四丁目34-2外 6,040 323,493

仙台市泉区黒松三丁目 232,493017,01外138-1

16,750 717,725

239,907 14,027,394

用   地   内   訳   表

区 　 分
帳　簿　価　額

（千円）

線

路

停

車

場

用

地

南 北 線

東 西 線

計

変

電

所

用

地

南 北 線

東 西 線

計

車

庫

・

工

場

用

地

南 北 線
仙台市太白区富沢字川前東36-2外 6,163 252,104

東 西 線
仙台市若林区荒井字揚場1外 10,655 318,825

計

事務所用地

南　北　線
そ
の
他
用
地 計

合　　　　　　　　　　　　　計
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